
第一次歩行路

歩行領域内で歩行可能な暗渠上

周辺道路が誘発する新たな歩行路

第二次歩行路

5FL

4FL

3FL

2FL

1FL

1人用住戸

2人用住戸

オフィス付住戸

共用キッチン

オフィス

共用キッチン、共用オフィス

カフェ、店舗、ロビー

スタジオ

集合住宅

公共施設
商業施設
独立住宅

緑道
道路（一般車両進入不可）

集合住宅

公共施設
商業施設
独立住宅

暗渠上用途凡例

建物用途凡例

歩行領域内の第一次歩行路 周辺道路から伸びる新たな第二次歩行路 歩行領域は拡大を続けていく

50
25

0

N

歩行者・車両の進入

第一次歩行路からの歩行者の進入

第二次歩行路からの歩行者の進入

1FL（GL＋100）PLAN

暗渠が生む特殊な都市歩行領域の研究

- 河川の暗渠化に伴う東京の変遷と実態調査を通して -

2. 設計提案領域 ： 〈領域 32〉 渋谷区富ヶ谷一丁目

3. 歩行路の引き込みと活用

1. 歩行路の誘発
高度経済成長期に暗渠化が進み、 敷地内の

河骨川は車両進入不可道路に、 宇田川は遊

歩道となった。 現在は業務用ビルやマンショ

ンが建ち並ぶ地域である。

歩行領域を規定し、 蛇行度、 暗渠棟数という 2 つの数値指標を用いて分析を行った結果、

歩行領域は年月を重ねると共に拡大していることがわかった。 奥まった場所にある小さな店

舗や住宅へのアクセスを設けるために第二次歩行路が作られ、 この現象は住宅街よりもカ

フェや小売店への建て替えなど小規模開発が盛んな地域に多く見られた。 今後も歩行領

域は拡大し続け、 道路網とは異なる新しいレイヤーを街にもたらすことが考えられる。

かつて人々の生活と密接に結びついていた水辺空間は失われ、 暗渠として道路や土地の一部に姿を変えた。

一般的な土地との違いを分析し、 暗渠が都市部に生む特殊な領域であるからこそ計画できる空間を提案する。

2 本の車両進入可道路と 2 本の車両進入不可道路に囲まれ、人の流れを引き込みやすい場所に敷地を設ける。

歩行路を建物内部まで引き込み新たな動線を作ることで、 施設の隅々まで利用されるような断面的動線を生む。

スタジオ

カフェ

メインエントランス

サブ
エン
トラ
ンス

店舗D

店舗C

店舗 E

店舗 F

倉庫

中庭

ロビー

受付EV

店舗A

店舗 B

W.C.



踊り場から光の入る明るい共用オフィスは、 折り戸で仕切ることができる。

下階にダイニングとオフィス、 上階に寝室と子供部屋、 リビングがあるメゾネット型のオフィス付住戸。北西 - 南東 断面図

南西側立面図

共用廊下は中庭からの光を取り入れる明るい内部空間。

外階段の踊り場は諸室をつなぎ、 人々の憩いの場となる。



01　水都としての江戸 02　河川暗渠化の動き

1. 江戸の水系改造

掘割整備の 5 段階 内川廻しと大廻し

用水路整備
武家屋敷や町人地の拡大により水需要の増加が加速した。

利根川東遷 ・ 荒川西遷
氾濫を防ぐため河道を付け替えた。

濠整備
拠点を広域に広げる。

2. 舟運の発達

内川廻しの形成
江戸と銚子を結ぶ新たな経路

河岸地の形成
物資の積み下ろしを行う沿岸の土地

品川用水

六郷用水

玉川上水

新堀用水

千川上水

石神井用水

田柄用水

亀有上水

神田上水

三田上水

上郷用水

青山上水

上水・用水利用

未利用・埋立

暗渠化

上水名 水路・開渠地図 概要 開削～廃止年

凡例

開削～廃止年表

経路図

用途変遷年表

主要用途

神田川上水 /小石川上水 上水

経路図凡例用途凡例

上水利用

灌漑・農業用水利用

生活用水利用

利用

未利用・埋立

暗渠化

工業 ( 動力 ) 用水利用

通船路利用

工業 ( 生産 ) 用水利用

日本最古の都市水道。神田川の大滝橋 ( 東京都文京

区関口２丁目周辺 ) を水源とする上水。主に神田地

区・日本橋地区・京橋川以北までの町人居住地と大

名蔵屋敷に給水。大滝橋に大洗堰を設けて分水し、

小石川後楽園・東京ドームに向かって東に流れる。

1595
1901

概要

開渠

暗渠

末流

源流

神田川
( 江戸時代における「江戸川」)

東京湾

神田川
( 江戸時代における「神田上水」)

神田上水
大洗堰

(目白坂付近 )

神田上水(小石川上水)

かけ橋 ( 現水道橋付近 )

谷筋周辺 ( 推定 )

玉川上水

江古田川 谷端川

日本橋川 ( 平川 )

城下町へ給水

井の頭池

善福寺池

善福寺川

天沼弁天池

桃園川

妙正寺池

妙正寺川

神田上水助水堀

開渠
水路

行政区画

対象水路

隅田川

用途変遷

1595 年 徳川家康入国による飲料水確保によって建設開始
 　　　 その 3ヶ月後に前身となる「小石川上水」完成

1629~1644 年の間に小石川上水を利用・改修し、神田上水開削

1901 年 東京市の水道事業の完成によって廃止
暗渠化によって道路や公園へと変化

経年変化
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足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
で
渡
良
瀬
川
の
魚
が
ほ
と
ん
ど
死
滅

「
利
根
運
河
」
を
計
画
（
表
向
き
は
運
河
、
実
態
は
毒
水
の
放
水
路
計
画
）

神
田
下
水
の
実
現

千
川
上
水
が
周
辺
エ
リ
ア
の
上
水
供
給
を
開
始

千
川
上
水
が
周
辺
エ
リ
ア
の
上
水
供
給
を
停
止

伝
馬
制
度
の
廃
止

渡
良
瀬
川
の
鉱
毒
は
政
府
も
よ
く
認
知
し
て
お
り
、

鉱
毒
が
利
根
川
を
経
て
江
戸
川
か
ら
東
京
に
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
た
も
の
で
あ
る

十
年
計
画
で
佃
島
南
方
の
州
の
埋
め
立
て
を
決
定

※

明
治
以
降
の
埋
め
立
て
に
は
初
め
か
ら

下
水
排
水
の
た
め
の
勾
配
を
計
画
さ
れ
て
い
る

幕
府
が
蒸
気
船
の
運
用
を
委
任
し
、
定
期
航
路
を
開
始

亀
有
上
水
が
上
水
路
を
分
断

大
政
奉
還

定
期
航
路
と
は
永
代
橋
際
藤
棚
か
ら
大
坂
ま
で
の
区
間

「
飯
田
橋
地
区
再
開
発
事
業
」
の
完
成

道
三
堀
の
埋
め
立
て
（
市
区
改
正
事
業
）

道
三
堀
は
、
現
在
の
永
代
通
り
に
そ
っ
て
大
和
証
券
ビ
ル
の
あ
た
り
か
ら
外
濠
川
に
合
流
し
、

日
本
橋
川
に
通
じ
て
い
た

飯
田
濠
の
埋
立
以
後
か
ら
、
東
京
の
中
心
市
街
地
の
衰
退
の
顕
在
化
↓
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行
に
繋
が
る

「
飯
田
橋
地
区
再
開
発
事
業
」
の
開
始

「
中
心
市
街
地
活
性
化
法
」
の
公
布
施
行

行
政
区
画
制
度
の
採
用

行
政
区
画
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
、
河
岸
地
は
そ
れ
ま
で
の
私
有
地
と
し
て
の
河
岸
付
き
の
地
所
か
ら
分
離
さ
れ

川
沿
い
の
物
揚
場
の
部
分
だ
け
が
何
々
河
岸
と
い
っ
た
行
政
区
画
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

東
京
府
十
五
区
の
範
囲
が
市
街
地
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
周
辺
は
近
郊
農
村
と
し
て
の
行
政
区
画
に
分
け
ら
れ
た

太
宰
府
に
よ
る
関
東
10
県
に
対
し
河
岸
地
官
有
地
化

田
柄
用
水
が
田
無
用
水(

新
堀
用
水
の
分
水)

か
ら
分
水
し
開
削

関
東
10
県
と
は
東
京
府
、
品
川
、
神
奈
川
、
韮
山
、
宮
谷
、
葛
飾
、
若
森
、
小
菅
、
浦
和
、
日
光
、
岩
鼻
の
こ
と

震
災
に
よ
り
、
水
運
中
心
に
成
立
・
発
達
し
て
き
た
下
町
の
大
部
分
を
壊
滅
さ
せ
た

隅
田
川
河
口
に
「
シ
カ
ゴ
型
開
閉
橋
」
の
勝
鬨
橋
が
完
成

勝
鬨
橋
は
都
心
最
大
の
商
店
街
の
銀
座
、
大
規
模
工
場
地
帯
の
月
島
を
自
動
車
に
直
結
す
る
役
割
を
持
つ

帝
都
復
興
事
業
の
完
了

帝
都
復
興
事
業
と
は
、
主
に
、
陸
上
交
通
の
た
め
の
道
路
・
橋
梁
の
近
代
化
と
そ
れ
に
伴
う
市
街
地
の
区
画
整
理

東
京
港
築
港
計
画
の
議
決

銀
座
大
火
に
よ
る
再
開
発

野
火
止
用
水
、
玉
川
上
水
、
千
川
上
水
、
城
南
河
川
（
渋
谷
川
、
古
川
、
目
黒
川
、
呑
川
）
に
、

清
流
と
い
う
名
の
高
度
処
理
さ
れ
た
下
水
道
の
処
理
水
が
流
さ
れ
る
。

河
川
法
の
類
似
法
で
あ
る
砂
防
法
は
主
に
、
水
害
対
策
と
灌
漑
水
系
の
確
保
が
目
的

新
河
岸
川
の
舟
運
廃
止

新
河
岸
川
は
、
荒
川
放
水
路
の
蛇
行
解
消
の
た
め
の
改
修
工
事
に
よ
り
水
量
不
足
で
衰
退
し
た

新
河
岸
川
創
設

東
京
と
そ
の
周
辺
に
大
水
害

コ
レ
ラ
大
流
行

多
摩
川
砂
利
採
取
取
締
法

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
需
要
が
激
増
し
、
砂
利
の
採
掘
が
増
加
さ
れ
た
。

近
代
水
道
設
計
の
計
画
開
始

「
水
道
条
例
」
の
交
付
に
よ
る
水
道
改
良
の
本
格
化

第
一
水
道
拡
大
事
業
が
始
ま
る

第
二
水
道
拡
張
事
業
開
始

太
平
洋
戦
争

砂
防
法
制
定

村
上
上
貯
水
池
完
成

境
浄
水
場

野
火
止
用
水
に
、
清
流
復
活
事
業
に
よ
る
導
水
開
始

玉
川
上
水
に
、
清
流
復
活
事
業
に
よ
る
導
水
開
始

千
川
上
水
に
、
清
流
復
活
事
業
に
よ
る
導
水
開
始

城
南
河
川
（
渋
谷
川
、
古
川
、
目
黒
川
、
呑
川
）
に
、
清
流
復
活
事
業
に
よ
る
導
水
開
始

京
橋
川
が
埋
め
立
て
ら
れ
高
速
道
路
に

神
田
上
水
が
廃
止

玉
川
上
水
が
上
水
機
能
を
廃
止

近
代
水
道
設
計
の
大
筋
は
、
玉
川
上
水
を
利
用
し
淀
橋
浄
水
所
に
導
水
し
、
そ
こ
で
沈
殿
・
濾
過
し
た
の
ち

高
圧
鉄
官
で
市
内
に
給
水
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

※

大
水
害
を
き
っ
か
け
に
荒
川
に
放
水
路
建
設
告
示

郊
外
下
水
幹
線
新
設
計
画
が
決
定

千
住
ポ
ン
プ
場
完
成

橋
場
ポ
ン
プ
場
完
成

村
上
下
貯
水
池
完
成

汐
入
ポ
ン
プ
場
完
成

三
河
島
排
水
場
完
成

明
治
時
代
に
な
る
と
上
水
路
の
汚
染
問
題
や
コ
レ
ラ
の
大
流
行
か
ら
近
代
的
な
水
道
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
る

第
一
次
世
界
対
戦
勃
発

河
川
法
制
定

道
路
法
公
布

旧
都
市
計
画
法
公
布

戦
後
恐
慌
始
ま
る

昭
和
元
年

山
手
線
の
環
状
運
転
開
始

関
東
大
震
災

東
京
の
人
口
増
加

流
域
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
各
河
川
の
改
修
が
始
ま
り
、
流
路
の
整
備
や
護
岸
工
事
が
実
施
さ
れ
現
在
の
流
路
に

震
災
後
の
市
街
地
拡
大
に
よ
る
宅
地
化
を
見
越
し
た
区
画
整
理
が
各
地
で
行
わ
れ
る

世
田
谷
区
東
南
部
の
玉
川
全
円
耕
地
整
理
（
谷
沢
川
）、
杉
並
区
西
部
の
井
萩
土
地
区
画
整
理
（
井
草
川
）
な
ど

↓
暗
渠
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
流
路
が
整
理
さ
れ
直
線
的
に
整
備
さ
れ
た

JR
山
手
線
内
側
の
川
：
水
窪
川
、
弦
巻
川
、
谷
田
川
下
流
部
、
谷
端
川
下
流
部
、
蟹
川
、
桜
川

（
鮫
川
下
流
）、
笄
川
、
赤
羽
川
な
ど
の
暗
渠
化
が
進
む

市
街
地
の
拡
大
が
加
速
↓
生
活
排
水
や
工
場
の
排
水
が
流
入
し
汚
染
・
悪
臭
・
洪
水
な
ど
が
問
題
と
な
る

東
京
大
空
襲

東
京
都
都
市
計
画
下
水
道

川
の
暗
渠
化
に
よ
る
下
水
道
化
が
計
画
さ
れ
た
が
実
行
に
移
さ
れ
ず
。

東
京
都
都
市
計
画
河
川
下
水
道
調
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告
（36

答
申
）

中
小
河
川
の
暗
渠
化
・
下
水
道
転
用
が
打
ち
出
さ
れ
る

東
京
都
の
人
口
1000
万
人
を
突
破

市
街
地
化
が
郊
外
に
ま
で
及
び
、
森
林
や
田
畑
が
減
少
し
湧
水
が
涵
養
源
を
失
っ
た
こ
と
で
枯
れ
る

↓
河
川
は
流
域
の
保
水
力
を
失
い
、
洪
水
が
多
発

用
水
路
は
徐
々
に
使
わ
れ
な
く
な
り
廃
止
さ
れ
始
め
、
下
水
道
の
普
及
は
進
ま
ず
中
小
河
川
は
そ
の
水
源
の
大
半

を
排
水
が
占
め
る
と
い
う
劣
悪
な
状
況
が
続
く
。

当
初
は
古
川
、
目
黒
川
も
対
象
だ
っ
た

※

渋
谷
川
、
北
沢
川
、
烏
山
川
、
蛇
崩
川
、
桃
園
川
、
立
会
川
、
呑
川
、
九
品
仏
川
、
田
柄
川
、

他
江
戸
川
区
の
3
河
川
の
暗
渠
化
が
決
定

都
市
計
画
法
公
布

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

都
市
再
開
発
法
公
布

日
本
列
島
改
造
論
発
表

国
土
利
用
計
画
法
公
布

河
川
法
改
正

環
境
を
保
全
す
る
方
向
へ
舵
を
切
り
替
え
る
。

河
川
行
政
が
中
小
河
川
を
こ
れ
以
上
埋
め
立
て
ず
、

暗
渠
化
決
定
区
間
も
可
能
な
限
り
見
直
す
と
い
う
方
針
転
換
を
打
ち
出
す

河
川
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
な
小
河
川
の
暗
渠
化
は
続
け
ら
れ
た

河
川
法
施
行

時
代
背
景

河
川
関
連
政
策
等

補
足
事
項

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期

戦後戦前

多くの中小河川に対し下水道化協議が行われた。 暗渠化年代順地図より暗渠化時期の考察を行った。

① 渋谷川
② 立会川
③ 桃園川
④ 田柄川
⑤ 九品仏川
⑥ 北沢川
⑦ 蛇崩川
⑧ 呑川
⑨ 烏山川
⑩ 目黒川
⑪小松川境川

36 答申河川

下水道化協議河川
❶ 谷端川
❷ 河骨川
❸ 宇田川
❹ 仙台堀川
❺ 内川
❻ 谷沢川
❼ 江古田川
❽ 前谷津川
❾ 出井川
10 谷田川
11
12 洲崎川
13 1988-90

-1935
1935-44
1945-50
1951-69

1970-78
1979-83
1984-87

 楓川

 油堀川

10

③

④

❼

❽
❾

①❷

❶

⑪

❸

❹

11
12

13

⑤ ②

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

❻

⑧’

❺
⑧’

住民の衛生面に対する要望に

逐一対処する部分的な暗渠工事

市街地における公害が無視できず

複数河川に対し下水道化協議を行った。

昭和36年10月17日に東京都に提出された「東京都都市計画河川下水道調査特別委員会委員長報告」のちに「36
答申」と呼ばれる中小河川の暗渠化を求める文書。本委員会は、委員長である伊藤剛（元建設省土木研究所所長
）をはじめとした、青木楠男（早稲田大学教授）、鈴木雅次（日本大学教授）などの学識経験者と、山田正男（
東京都首都整備局長）を筆頭に国及び都の都市計画、河川、下水道の代表者により構成された。

『36答申』

計 12 用水路を

データシート化

荒川と多摩川に挟まれた武蔵野台地の東京都 23 区部を主に通る、 もしくは過去に通ってい

た河川を研究対象とする。
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道路
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路
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道路

不整形のケース

暗渠長
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ケース３ ケース４

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：761.825m
最短距離［m］　　　　　　　：690.335m
蛇行度［m］　　　　　　　　：110.356%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：13.651棟

m53.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　  min4.20m　　　　　　　

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

16 東京都杉並区高円寺南 5-24-12桃園川

1/5000

-1935 36 答申河川杉並区天沼

江古田川

大滝橋

蟹川

大宗寺

楓川

歌舞伎町 紅葉川

渋谷区代々木
玉川上水

千川上水
谷端川

栗島神社

合
落
下

堀
水
助
水
上
田
神野

中
東

町
生
弥池

頭
の
井

）
市
鷹
三
（

川
田
隅

神田川 江戸川 神田川
（平川・
仙台堀）

川
巻
弦

川
羽
音

川
園
桃

池
寺
福
善

）
区
並
杉
（

池
寺
正
妙

）
区
並
杉
（ ）

区
島
豊
（

池
丸

）
区
島
豊
（

保
久
水

草
井
上

）
区
並
杉
（

橋
川
戸
江

橋
淀

橋
原
河
船

町
崎
三

目
丁
四
谷
四

川
橋
本
日

町
兜
区
央
中

橋
道
水

川
磔
・
川
千
・
川
石
小

橋
柳

練馬区中村北

井草川

妙正寺川

杉並区天沼

善福寺川
（遅乃井川）

江古田
大橋

築地川

1945-50 1961-69 1979-83 現在1945-50 1961-69 1979-83 現在

通し番号・河川名・住所 暗渠化年
数値情報暗渠上用途凡例 水源 36 答申河川 /その他下水道化協議河川

河川概要

ストリートビュー領域図

過去航空写真

経路図

河
運
浜
京

）
山
烏
北
区
谷
田
世
（
池
の
院
源
高

烏山川

北沢川

蛇崩川

清水稲荷

中目黒駅 目黒二丁目

目黒区駒場

目黒川

橋
和
昭

尻
池 橋
大

巻
弦

前
戸
谷

川
前
戸
谷

橋
鼓
太

川
寺
漢
羅

川
空

水
上
川
玉

暗渠上用途 数値情報 河川概要

蛇崩川は昭和 30 年代に急速な宅地
造成や工場建設などが行われ、水
環境が悪化した。その結果昭和 50
年代には暗渠化が行われ、現在の
河川上部は緑道として利用されて
いる。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：508.860m
最短距離［m］　　　　　　　：477.500m
蛇行度［%］　　　　　　　　：106.568%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.202棟

m56.3xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.45m　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

19 東京都目黒区五本木 1-33-13蛇崩川

1/5000

1945-50 弦巻 36答申河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

橋
見
月 河

運
島
勝

町
本
黒
目

園
公
水
清

）
町
本
区
黒
目
（

池
の
園
公
谷
文
碑

）
谷
文
碑
区
黒
目
（

立会川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

立会川は呑川に流入する支流であ
り、目黒区緑ヶ丘地先で合流する
河川全長約 2.6kmの河川である。
36 答申河川であり、昭和 49 年に蓋
掛けされ全域が暗渠化されている。
現在は全長 921.4mの九品仏川緑道
となっている。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：111.253m
最短距離［m］　　　　　　　：104.200m
蛇行度［%］　　　　　　　　：106.768%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：17.078棟

m02.2xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.25m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

20 東京都目黒区目黒本町 4-20-24立会川

1/2500

-1935 36 答申河川清水公園
碑文谷公園池

1945-50 1961-69 1974-78 現在

橋
見
月 河

運
島
勝

町
本
黒
目

園
公
水
清

）
町
本
区
黒
目
（

池
の
園
公
谷
文
碑

）
谷
文
碑
区
黒
目
（

立会川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

立会川は呑川に流入する支流であ
り、目黒区緑ヶ丘地先で合流する
河川全長約 2.6kmの河川である。
36 答申河川であり、昭和 49 年に蓋
掛けされ全域が暗渠化されている。
現在は全長 921.4mの九品仏川緑道
となっている。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：761.825m
最短距離［m］　　　　　　　：690.335m
蛇行度［m］　　　　　　　　：110.356%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：13.651棟

m6.71xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min12.7m　　　　　　　

3

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

1/5000

25 東京都品川区中延 6-6-18立会川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

1974 36 答申河川清水公園
碑文谷公園池

（港区南青山）
青山墓地

桜川

入間川

寺
現
天

町
国
四
田
三

）
芝
区
港
（

川
名
玉

宇田川
渋谷駅

稲荷橋

天現寺橋

南の池

北の池
代々木

明治神宮内苑

松濤家
（渋谷区松濤）

玉名池
（港区白金台）

川
笄

川
谷
渋

町
原
西
区
谷
渋

木
々
代

木
々
代

り
通
手
山

川
骨
河

幡
八 湾

京
東

古川

新宿御苑

玉川上水

3 暗渠上用途 数値情報 河川概要

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである宇田川は暗渠化され
下水道河川となった。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：415.515m
最短距離［m］　　　　　　　：383.240m
蛇行度［m］　　　　　　　　：106.723%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.515棟

m54.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.35m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

1/5000

28 東京都渋谷区西原 3-11-7宇田川 -1935 明治神宮内苑
松濤家

下水道化
協議河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

（港区南青山）
青山墓地

桜川

入間川

寺
現
天

町
国
四
田
三

）
芝
区
港
（

川
名
玉

宇田川
渋谷駅

稲荷橋

天現寺橋

南の池

北の池
代々木

明治神宮内苑

松濤家
（渋谷区松濤）

玉名池
（港区白金台）

川
笄

川
谷
渋

町
原
西
区
谷
渋

木
々
代

木
々
代

り
通
手
山

川
骨
河

幡
八 湾

京
東

古川

新宿御苑

玉川上水

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：100.498m
最短距離［m］　　　　　　　：90.613m
蛇行度［m］　　　　　　　　：110.909%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.941棟

m24.2xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.12m　　　　　　　

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである宇田川は暗渠化され
下水道河川となった。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

29 東京都渋谷区元代々木町 16-16宇田川

1/2500

-1935 明治神宮内苑
松濤家

下水道化
協議河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

（港区南青山）
青山墓地

桜川

入間川

寺
現
天

町
国
四
田
三

）
芝
区
港
（

川
名
玉

宇田川
渋谷駅

稲荷橋

天現寺橋

南の池

北の池
代々木

明治神宮内苑

松濤家
（渋谷区松濤）

玉名池
（港区白金台）

川
笄

川
谷
渋

町
原
西
区
谷
渋

木
々
代

木
々
代

り
通
手
山

川
骨
河

幡
八 湾

京
東

古川

新宿御苑

玉川上水

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：232.818m
最短距離［m］　　　　　　　：206.713m
蛇行度［m］　　　　　　　　：112.629%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.168棟

m26.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.55m　　　　　　　

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである宇田川は暗渠化され
下水道河川となった。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

30 東京都渋谷区元代々木町 8-5宇田川

1/2500

-1935 明治神宮内苑
松濤家

下水道化
協議河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

（港区南青山）
青山墓地

桜川

入間川

寺
現
天

町
国
四
田
三

）
芝
区
港
（

川
名
玉

宇田川
渋谷駅

稲荷橋

天現寺橋

南の池

代々木

明治神宮内苑

松濤家
（渋谷区松濤）

玉名池
（港区白金台）

川
笄

川
谷
渋

町
原
西
区
谷
渋

木
々
代

木
々
代

り
通
手
山

川
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河

幡
八 湾

京
東

古川

新宿御苑

玉川上水

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：395.955m
最短距離［m］　　　　　　　：368.380m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.350%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.870棟

m05.6xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.85m　　　　　　　

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである河骨川は暗渠化され
下水道河川となった。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

32 東京都渋谷区富ヶ谷 1-5-3河骨川

1/2500

1970-78 代々木 下水道化
協議河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在

（港区南青山）
青山墓地

桜川

入間川

寺
現
天

町
国
四
田
三

）
芝
区
港
（

川
名
玉

宇田川
渋谷駅

稲荷橋

天現寺橋

南の池

北の池
代々木

明治神宮内苑

松濤家
（渋谷区松濤）

玉名池
（港区白金台）

川
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西
区
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渋

木
々
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木
々
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通
手
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河
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京
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古川

新宿御苑

玉川上水

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：464.440m
最短距離［m］　　　　　　　：436.835m
蛇行度［m］　　　　　　　　：106.319%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：13.995棟

m00.7xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.12m　　　　　　　

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである宇田川は暗渠化され
下水道河川となった。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

1

3

34 東京都渋谷区神山町 37-11宇田川 -1935 下水道化
協議河川

明治神宮内苑
松濤家

1/2500

1945-50 1961-69 1974-78 現在

旧呑川

呑川
（旧海老取川）

川
取
老
海谷

糀

呑川

九品仏川

大田区南千束

寺
真
浄

駅
学
大
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目
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（

深沢川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：181.305m
最短距離［m］　　　　　　　：153.435m
蛇行度［m］　　　　　　　　：118.164%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.031棟

m28.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.87m　　　　　　　

大正 12 年の関東大震災を機に工業化

や宅地化が進み、流域の都市化が進行

している。また、都市化の一方で、農

村は大きく後退したため、昭和 7年か

らは新呑川の開削が行われた。戦後は、

都市化に伴う水質環境の悪化などが起

因し、上流部の暗渠化が実施された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

48 東京都大田区西蒲田 5-23-22旧呑川

1/2500

1951-69 36 答申河川大田区
南千束

1945-50 1961-69 1974-78 現在

旧呑川

呑川
（旧海老取川）

川
取
老
海谷

糀

呑川

九品仏川
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深沢川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：138.710m
最短距離［m］　　　　　　　：129.413m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.184%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.977棟

m74.3xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.75m　　　　　　　

大正 12 年の関東大震災を機に工業化

や宅地化が進み、流域の都市化が進行

している。また、都市化の一方で、農

村は大きく後退したため、昭和 7年か

らは新呑川の開削が行われた。戦後は、

都市化に伴う水質環境の悪化などが起

因し、上流部の暗渠化が実施された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

51 東京都大田区大森西 6-11-20旧呑川

1/2500

1945-50 36 答申河川大田区
南千束

1945-50 1961-69 1974-78 現在

旧呑川

呑川
（旧海老取川）

川
取
老
海谷

糀

呑川

九品仏川

大田区南千束
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深沢川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

大正 12 年の関東大震災を機に工業化

や宅地化が進み、流域の都市化が進行

している。また、都市化の一方で、農

村は大きく後退したため、昭和 7年か

らは新呑川の開削が行われた。戦後は、

都市化に伴う水質環境の悪化などが起

因し、上流部の暗渠化が実施された。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：750.850m
最短距離［m］　　　　　　　：647.345m
蛇行度［m］　　　　　　　　：115.989%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：10.521棟

m7.13xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min22.4m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

54 東京都大田区北糀谷 1-1-7旧呑川

1/5000

1970-78 36 答申河川大田区
南千束

1945-50 1961-69 1974-78 現在

出井川

板橋区泉町
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園
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湖
山
狭

板橋区赤塚新町
蓮根川

前谷津川

板橋区若木

板橋区赤塚新町

菅原神社
百々女木川

練馬区東大泉
白子川

東久留米市南沢

竹林公園

落合川

浅間町

黒目川

出水川

東久留米市神宝町

東久留米市下里

東村山市荻山町

東大和市高木

谷戸川

前川

北川

東村山市諏訪町

所沢市久米
清瀬市中里

柳瀬川

川越市伊佐沼

旧白子川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

前谷津川は板橋区赤塚新町２丁目付近

から新河岸川へと至る全長約 5km小河

川である。現在は前谷津緑道として整

備され、散策路として利用されている。

昭和初期頃までは川沿いに水田が広が

り、農業用水や生活用水として使用さ

れていた。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：640.705m
最短距離［m］　　　　　　　：605.835m
蛇行度［m］　　　　　　　　：105.756%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.018棟

m09.8xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min6.15m　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

73 東京都板橋区赤塚 6-28-9前谷津川

1/5000

1979-83 板橋区
赤塚新町

下水道化
協議河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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築地川

17

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：725.975m
最短距離［m］　　　　　　　：670.900m
蛇行度［m］　　　　　　　　：108.209%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.708棟

m08.8xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min8.55m　　　　　　　

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

83 東京都中野区中央 4-54-9桃園川

1/5000

1951-69 杉並区天沼 36 答申河川

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　：1306.200m
最短距離［m］　　　　　　：1222.700m
蛇行度［m］　　　　　　　：106.829%

棟704.11：  　]棟[数棟るす対に長渠暗
m00.7xam：  　　　　　　　]m[幅渠暗

　　　　　　　　　　　　：min6.50m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

84 東京都杉並区高円寺南 1-28桃園川

1/10000

1951-69 36 答申河川杉並区天沼

1945-50 1961-69 1974-78 現在

江古田川

大滝橋

蟹川

大宗寺

楓川

歌舞伎町 紅葉川

渋谷区代々木
玉川上水

千川上水
谷端川
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築地川

暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：41.383m
最短距離［m］　　　　　　　：38.555m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.334%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.082棟

m3.61xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min12.5m　　　　　　　

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

89 東京都杉並区高円寺南 3-50-14桃園川

1/1000

-1935 36 答申河川杉並区天沼

1945-50 1961-69 1974-78 現在

1945-50 1961-69 1979-83 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：666.525m
最短距離［m］　　　　　　　：585.815m
蛇行度［m］　　　　　　　　：113.777%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：14.103棟

m53.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min4.20m　　　　　　　

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

93 東京都杉並区高円寺南 5-24-12桃園川

1/5000

-1935 36 答申河川杉並区天沼

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：321.825m
最短距離［m］　　　　　　　：295.035m
蛇行度［m］　　　　　　　　：109.080%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：15.536棟

m27.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.75m　　　　　　　

17
大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

95 東京都杉並区阿佐谷北 1-38-2桃園川

1/2500

1951-69 36 答申河川杉並区天沼

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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17
暗渠上用途 数値情報 河川概要

烏山川の主な水源は高源院の池と言わ

れている。水量があまり多くなかった

が、農業に利用するため、徳川時代に

玉川上水からの分水を加えて烏山用水

として流域一帯を潤した。玉川用水か

ら南に向かって水路が掘削され、下流

の村々に水が供給された。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：1164.520m
最短距離［m］　　　　　　　：1044.430m
蛇行度［m］　　　　　　　　：111.498%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.163棟

m73.9xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min4.87m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

102 東京都世田谷区太子堂 2-33烏山川 -1935 高源院の池 36 答申河川

1/7500

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

当該地は茶畑であったが、昭和 2年に

開通した小田急線の影響で区画整理が

行われ宅地化が進行した。昭和 30 年

代にも急速な宅地造成や工場建設等が

行われ、水環境が悪化した。そのため

昭和 40 年代から 50 年代にかけては、

北沢川本川に敷設された下水道幹線に

より、河川は暗渠化された。

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：751.218m
最短距離［m］　　　　　　　：704.420m
蛇行度［m］　　　　　　　　：106.643%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.981棟

m01.6xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.25m　　　　　　　

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

120 東京都世田谷区松原 6-43-6北沢川 1984-87 玉川上水 36 答申河川

1/5000

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：287.735m
最短距離［m］　　　　　　　：267.293m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.648%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.164棟

m28.2xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min0.80m　　　　　　　

渋谷川・古川は、昭和 39 年の東京
オリンピックを契機とした首都高
速道路の建設に伴い、ほとんどの
区間で高架橋によって河川上空が
覆われた。その結果渋谷川の支流
の一つである宇田川は暗渠化され
下水道河川となった。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

123 東京都世田谷区桜上水 2-25-7宇田川 -1935 36 答申河川明治神宮内苑
松濤家

1/2500

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：195.158m
最短距離［m］　　　　　　　：163.805m
蛇行度［m］　　　　　　　　：119.140%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：11.273棟

m75.3xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.82m　　　　　　　

当該地は茶畑であったが、昭和 2年に

開通した小田急線の影響で区画整理が

行われ宅地化が進行した。昭和 30 年

代にも急速な宅地造成や工場建設等が

行われ、水環境が悪化した。そのため

昭和 40 年代から 50 年代にかけては、

北沢川本川に敷設された下水道幹線に

より、河川は暗渠化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

129 東京都世田谷区上北沢 5-22-17北沢川 -1935 36 答申河川玉川上水

1/2500

1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：260.785m
最短距離［m］　　　　　　　：238.805m
蛇行度［m］　　　　　　　　：109.204%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：12.654棟

m77.7xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min2.85m　　　　　　　

当該地は茶畑であったが、昭和 2年に

開通した小田急線の影響で区画整理が

行われ宅地化が進行した。昭和 30 年

代にも急速な宅地造成や工場建設等が

行われ、水環境が悪化した。そのため

昭和 40 年代から 50 年代にかけては、

北沢川本川に敷設された下水道幹線に

より、河川は暗渠化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

131 東京都世田谷区松原 5-5-1北沢川 -1935 36 答申河川玉川上水
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1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：437.845m
最短距離［m］　　　　　　　：406.590m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.687%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：10.963棟

m54.3xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.75m　　　　　　　

当該地は茶畑であったが、昭和 2年に

開通した小田急線の影響で区画整理が

行われ宅地化が進行した。昭和 30 年

代にも急速な宅地造成や工場建設等が

行われ、水環境が悪化した。そのため

昭和 40 年代から 50 年代にかけては、

北沢川本川に敷設された下水道幹線に

より、河川は暗渠化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

132 東京都世田谷区羽根木 1-31-21北沢川 -1935 36 答申河川玉川上水
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1945-50 1961-69 1974-78 現在
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暗渠上用途 数値情報 河川概要

建築敷地
未利用地

公園
駐輪場

緑道
道路（一般車両進入不可）

暗渠長［m］　　　　　　　　：222.705m
最短距離［m］　　　　　　　：206.425m
蛇行度［m］　　　　　　　　：107.887%
暗渠長に対する棟数[棟]　  　：18.859棟

m25.4xam：  　　　　　　　　]m[幅渠暗
　　　　　　　　　　　　　：min1.82m　　　　　　　

大正以降の流域の急速な宅地化に伴い、

直線的な河川への改修が行われた。し

かし、下水の流入による水質の悪化や、

増水による水害の問題が深刻化して

いった。昭和 42 年には、神田川合流

部の広末橋から中央線高架までの約

5km区間が遊歩道化された。

集合住宅
工場施設
農業施設
不明

公共施設
商業施設
独立住宅

137 東京都杉並区阿佐谷北 1-11-11桃園川 1951-69 36 答申河川杉並区天沼

1/2500

1945-50 1961-69 1974-78 現在

・ 戦後の急激な都市化が

　もたらした暗渠 （第 2 章）

・ 今後も歩行領域の拡大が

　見込まれる暗渠 （第 4 章）

32

24 領域
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失われた東京の広大な水網は暗渠として都市の中に埋もれている。
開渠が暗渠へと姿を変えた背景を踏まえ、 東京 23 区部の暗渠の実態を調査する。

2. 全暗渠上用途を分類

全暗渠上用途地図 24 河川暗渠上用途地図

車両進入可道路

車両進入不可道路
緑道

公園

未利用地

建築敷地

巨大インフラ

1. 暗渠上の不動産価値

1. 歩行領域を定義 2. 数値指標による分析

[1] 蛇行度［%］
＝暗渠長［m］/最短距離［m］＊100

[2] 暗渠棟数［m］
＝建物棟数［棟］/暗渠長［m］＊100

(2)(1)に沿う建築敷地内に建つ建築

〈歩行領域別データシート〉
全 131 領域のうち 24 領域について DS を作成し、 設計提案領域を 1 つ選出する。

(1)用途が車両進入不可道路、緑道、

公園、建築敷地、未利用地、駐輪場

のいずれかに当てはまる暗渠

03　暗渠空間から見る都市 04　領域別定量分析

（1） 水路を介在する土地 ・ 隣接する土地

宅地化が進むにつれ水田を宅地に転用したことや土地改良、 区画整理事業で水路を宅地地域内に整備

したことで生まれる。 水路が土地のどの位置を通るかによって土地の法規制や評価が異なる。

第Ⅰ期の暗渠化では主な転用用途が車両進入可道路であり、 中心部の市街地化や道路整備が進んだ時期と重なることがわかる。

一方で第Ⅲ期の暗渠化では主な転用用途が車両進入不可道路や緑道であった。

（2） 法定外公共物

道路法や河川法などの適用や準用を受けない公共物を指す。 里道、 水

路が代表的である。 機能を失っているか残っているかで対応が異なる。


